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1. 要約
この資料は、R8C/35A、R8C/35C、R8C/35D、R8C/35Mグループの相違点を確認する際の参考資料です。

2. はじめに
この資料は次のマイコンに適用されます。

•マイコン ：R8C/35A、R8C/35C、R8C/35D、R8C/35Mグループ

R01AN0349JJ0201
Rev.2.01
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3. 相違点の説明

3.1 機能及び仕様の相違点

表 3.1、表 3.2に機能及び仕様の相違点を示します。詳細と電気的特性については、「5.  参考ドキュメン

ト」に記載のドキュメントを参照してください。

表 3.1 機能及び仕様の相違点(1)
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表 3.2 機能及び仕様の相違点(2)
項

目
R

8
C

/3
5

A
グ

ル
ー

プ
R

8
C

/3
5

C
グ

ル
ー

プ
R

8C
/3

5M
グ

ル
ー

プ
R

8
C

/3
5

D
グ
ル

ー
プ

シ
ン

ク
ロ

ナ
ス

シ
リ

ア
ル

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
ユ

ニ
ッ
ト

(S
S

U
)

あ
り

な
し

I2
C
バ

ス
イ
ン

タ
フ
ェ

ー
ス

あ
り

な
し

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

L
IN

あ
り

な
し

A
/D

コ
ン

バ
ー

タ
1
端

子
あ

た
り

の
変

換

速
度

(φ
A

D
=

fA
D
の

と
き

)

最
短

43
φ

A
D
サ

イ
ク

ル
最

短
4

4φ
A

D
サ

イ
ク

ル

サ
ン

プ
リ

ン
グ

時
間

15
φ

A
D

(φ
A

D
 =

 2
0

M
H

z：
0

.7
5
μ

s)
1

6φ
A

D
(φ

A
D

 =
 2

0
M

H
z：

0
.8
μ

s)

A
/D

変
換

実
行

時
間

断
線

検
出

禁
止

：
φ

A
D
の

4
0
サ

イ
ク

ル

断
線

検
出

許
可

：
φ

A
D
の

4
2
サ

イ
ク

ル

断
線

検
出

禁
止

：
φ

A
D
の

4
0
サ

イ
ク

ル
 +

 fA
D
の

1
～

3
サ
イ

ク
ル

断
線

検
出

許
可

：
φ

A
D
の

4
2
サ

イ
ク

ル
 +

 fA
D
の

1
～

3
サ
イ

ク
ル

D
/A

コ
ン

バ
ー

タ
あ

り
な

し

コ
ン

パ
レ

ー
タ

A
あ
り

な
し

あ
り

な
し

フ
ラ

ッ
シ

ュ
メ

モ
リ

サ
ス

ペ
ン

ド
機

能
に

お
い

て
、

自
動

消
去

中
断

中
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
動

作
(フ

ラ
ッ

シ
ュ

メ
モ

リ
へ

の
書

き
込

み
)

不
可

可

イ
レ

ー
ズ

開
始

ま
た

は
再

開
か

ら
次

の
サ

ス
ペ

ン
ド

要
求

ま
で

の
間

隔

最
小

：
33

m
s

最
小

：
0

m
s

自
動

消
去

が
終

了
す

る
た

め
に

必
要

な
サ

ス
ペ

ン
ド

間
隔

最
小

：
33

m
s

最
小

：
0

m
s

デ
ー

タ
フ

ラ
ッ

シ
ュ

(B
G

O
機

能
含

む
)

あ
り

な
し



R8C/35A、R8C/35C、R8C/35D、R8C/35M
グループ R8C/35A、R8C/35C、R8C/35D、R8C/35Mグループの相違点

R01AN0349JJ0201 Rev.2.01 Page 4 of 10
2011.2.3

3.2 端子機能の相違点

表 3.3 に周辺機能端子が割り当てられている入出力ポートの相違点を示します。詳細については、「5.

参考ドキュメント」に記載のドキュメントを参照してください。

表 3.3 端子機能の相違
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3.3 SFRの相違点

表 3.4～表 3.6に SFR の相違点を示します。詳細については、「5.  参考ドキュメント」に記載のドキュ

メントを参照してください。

表 3.4 SFRの相違点 (1)
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表 3.5 SFRの相違点 (2)
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表 3.6 SFRの相違点 (3)
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3.4 割り込みベクタの相違点

表 3.7に固定ベクタテーブルの相違点と可変ベクタテーブルの相違点を示します。詳細については、「5.

参考ドキュメント」に記載のドキュメントを参照してください。

表 3.7 固定ベクタテーブルの相違点と可変ベクタテーブルの相違点

固
定

ベ
ク

タ
テ

ー
ブ
ル

の
相
違

点

可
変

ベ
ク

タ
テ

ー
ブ
ル

の
相
違

点

ベ
ク

タ
番

地
番

地
(L

)～
番

地
(H

)
R

8
C

/3
5

A
グ

ル
ー

プ

の
割
り

込
み
要

因

R
8

C
/3

5
C
グ

ル
ー

プ

の
割

り
込

み
要

因

R
8

C
/3

5
M
グ

ル
ー

プ

の
割

り
込

み
要

因

R
8

C
/3

5
D
グ
ル

ー
プ

の
割

り
込

み
要
因

0
F

F
F

0
h
～

0
F

F
F

3
h

ウ
ォ

ッ
チ
ド

ッ
グ
タ

イ
マ
、

発
振

停
止
検

出
、

電
圧

監
視

1
/コ

ン
パ

レ
ー
タ

A
1
、

電
圧

監
視

2
/コ

ン
パ

レ
ー
タ

A
2

ウ
ォ

ッ
チ

ド
ッ

グ
タ

イ
マ

、
発

振
停

止
検

出
、

電
圧

監
視

1
、

電
圧

監
視

2

ウ
ォ

ッ
チ

ド
ッ

グ
タ

イ
マ

、
発

振
停

止
検

出
、

電
圧

監
視

1
/コ

ン
パ

レ
ー

タ
A

1
、

電
圧

監
視

2
/コ

ン
パ

レ
ー

タ
A

2

ウ
ォ
ッ

チ
ド
ッ

グ
タ
イ

マ
、

発
振
停

止
検
出

、
電

圧
監

視
1
、

電
圧
監

視
2

ソ
フ

ト
ウ
ェ

ア
割

り
込

み
番

号
R

8
C

/3
5

A
グ

ル
ー

プ

の
割
り

込
み
要

因

R
8

C
/3

5
C
グ

ル
ー

プ

の
割

り
込

み
要

因

R
8

C
/3

5
M
グ

ル
ー

プ

の
割

り
込

み
要

因

R
8

C
/3

5
D
グ
ル

ー
プ

の
割

り
込

み
要
因

8
タ

イ
マ

R
D

0
－

9
タ

イ
マ

R
D

1
－

1
5

シ
ン

ク
ロ
ナ

ス
シ
リ

ア
ル
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ユ
ニ

ッ
ト

/I
2C

バ
ス

イ
ン

タ
フ

ェ
ー

ス
－

1
9

U
A

R
T

1
送

信
－

2
0

U
A

R
T

1
受

信
－

5
0

電
圧

監
視

1
/コ

ン
パ

レ
ー
タ

A
1

電
圧

監
視

1
電

圧
監

視
1

/コ
ン

パ
レ

ー
タ

A
1

電
圧
監

視
1

5
1

電
圧

監
視

2
/コ

ン
パ

レ
ー
タ

A
2

電
圧

監
視

2
電

圧
監

視
2

/コ
ン

パ
レ

ー
タ

A
2

電
圧
監

視
2



R8C/35A、R8C/35C、R8C/35D、R8C/35M
グループ R8C/35A、R8C/35C、R8C/35D、R8C/35Mグループの相違点

R01AN0349JJ0201 Rev.2.01 Page 9 of 10
2011.2.3

4. 注意事項
各製品毎にXIN-XOUT、XCIN-XCOUT の発振回路定数が異なりますので、発振回路定数について、発振

子メーカーとご相談の上、発振子および発振回路定数を決定してください。量産でご使用になる製品が、お

客様のシステム・条件で安定した動作クロックを得られるようにしてください。ご使用になる電圧範囲や

温度範囲が広い場合は特にご注意ください。また、あらかじめ帰還抵抗、ダンピング抵抗、負荷容量の配

線パターンを考慮した回路設計をして頂くことを推奨いたします。

また、特性面においても、電気的特性の範囲内で特性値、動作マージン、A-D 変換精度、ノイズ耐量、ノ

イズ輻射量などの実力値が異なる場合があります。

お客様で個々の製品毎に十分システム評価を実施してください。
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製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 
【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 
CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端

子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電流が

流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子

の処理」で説明する指示に従い処理してください。 
2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 
電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で

す。 
外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 
同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 
3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 
アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 
4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 
プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 
リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 
5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ

い。 
同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部 ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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